
1

予算アプリと実績アプリの集計 -チュートリアル

～ krewData ～

※本資料の内容は説明動画にて音声ガイド付きで学ぶこともできます。
動画学習が好みの方、多人数での学習などに、ぜひご活用ください。

https://www.youtube.com/playlist?list=PLCuy-8URTCUjbFox-y7lXna_w3PyNcH7I
https://www.youtube.com/playlist?list=PLCuy-8URTCUjbFox-y7lXna_w3PyNcH7I
https://www.youtube.com/playlist?list=PLCuy-8URTCUjbFox-y7lXna_w3PyNcH7I
https://www.youtube.com/playlist?list=PLCuy-8URTCUjbFox-y7lXna_w3PyNcH7I
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テーマ



3予実管理の業務改善

• 予算管理アプリ実績管理アプリをひとつのアプリに集約
• 予算と実績の差異、達成率を管理
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krewDataの基本
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krewDataとは

krewDataは、複数のkintoneアプリのデータを集計・加工し、新しいkintoneアプリを作成したり、
既存アプリのデータを更新することができるプラグインです。

予実集計
データ構造の異なるアプリを結合／集計

経費集計
経費の集計を様々な集計パターンで集計

費用の配賦額計算
各部の売上額をもとに複雑な配賦計算を実現

工数集計
作業工数を様々な集計単位で集計
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krewDataの構成

krewDataを動作させるアプリはアプリテンプレートとして提供しています。データの集計・加工方
法を定義するデータ編集フローをアプリ設定のプラグイン設定画面で行い、それ以外のアプリの機
能を一部利用します。
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事前準備

1. 予算管理、実績管理アプリの作成
2. 予算管理アプリのフォーム設定変更
3. 予算管理サンプルデータの読み込み
4. 実績管理サンプルデータの読み込み
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1. 予算管理、実績管理アプリの作成

kintoneポータル画面からアプリを追加

「営業・セールス」カテゴリから「予算・実績
管理」を選択して追加

※予算・実績管理アプリパックの追加にはkintoneのシステム管理者権限が必要です



9

2. 予算管理アプリのフォーム設定変更

「拠点」フィールドの［設定］を選択

「値の重複を禁止する」を
チェックし、［保存］をク
リック

アプリの設定を
開く

追加した予算管理アプリを
開く

アプリを更新
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3. 予算管理サンプルデータの読み込み

予算管理アプリで「ファイルか
ら読み込む」を選択

このファイルに同封している
予算管理_SampleData.csv ファ
イルを選択

ファイルを読み込んでアプリに反映されたら完了
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このファイルに同封している
実績管理_SampleData.csv ファ
イルを選択

4. 実績管理サンプルデータの読み込み

追加した実績管理ア
プリを開く

「ファイルから読み込む」を選択

ファイルを読み込んでアプリに反映されたら完了
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ご利用開始の準備
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ご利用開始前の準備

https://help.cybozu.com/ja/k/admin/plugin.html

kintoneにプラグインを
インストール

各kintone環境で１回だけ実施
（システム管理者）

kintoneシステム管理

https://help.cybozu.com/ja/k/admin/plugin.html
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krewData専用アプリの作成
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krewData専用アプリ

krewDataは、krewData専用アプリにkrewDataプラグインを追加して利用し
ます。
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krewData専用アプリの作成

これらの操作はアプリ管理者が各アプリごとに行います。

1. アプリテンプレートからkrewData専用アプリを作成
2. krewData専用アプリのアクセス権を設定
3. krewData専用アプリへのkrewDataプラグインの追加
4. krewDataプラグインの設定

作成手順（次ページ以降の手順）

• ログをkintoneのレコードとして登録可能にする（必要なフィールド設定済）
• リマインド通知（実行後に通知されるように設定済）
• krewDataの全ての処理を一元管理する

専用アプリを使う理由



17

1. krewData専用アプリの作成

アプリテンプレートからkrewData専用アプリを作成します。

① kintoneのポータル画面
からアプリを追加

②「テンプレートファイルを読み込ん
で作成」を選択

③ krewData専用アプリのアプリテンプレー
トファイル（krewData_app_template.zip）
を選択し［アプリを作成］をクリック ※

※ krewData専用アプリのテンプレートファイルは下記よりダウンロードしてください
https://download.krew.mescius.jp/products/template/krewdata_app_template.zip

https://download.krew.mescius.jp/products/template/krewdata_app_template.zip
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krewData専用アプリのアクセス権を設定します。

② アプリ管理者、Everyoneのアクセス権を以下に設定

2. アクセス権の設定

① アプリの設定画面の「設定」タ
ブをクリックし、「アクセス権
」の［アプリ］をクリック

※ krewDataは単一または複数の業務アプリを対象にデータを加工／集計できるため
特定の管理者に限定して利用することを推奨します。
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krewData専用アプリにkrewDataプラグインを追加します。

③ krewDataプラグインのチェック
ボックスを選択し、[追加]ボタ
ンをクリック

② ［プラグインの追加］をクリッ
ク

3. krewDataプラグインの追加

① アプリの設定画面の「設定」タ
ブをクリックし、「カスタマイ
ズ／サービス連携」の［プラグ
イン］をクリック
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krewDataのライセンスを設定します。

② シリアルナンバーを入力するポップアップに購入時
または無料お試し申請時に入手したシリアルナンバ
ーを入力し［OK］をクリック

① krewDataプラグインの設定アイコンをクリック

4. ライセンスの設定

以上でkrewDataを利用する準備が整いました。
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完成イメージの確認
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データの集計・加工イメージ

本チュートリアルでは、以下のデータ集計・加工を行うデータ編集フローを作成します。

1. 実績管理アプリのレコードを拠点単位でグループ集計
2. 予算管理アプリと実績管理アプリの拠点が同じレコード

を結合
3. 結合した各レコードの予算と実績フィールドの値から差

異（実績ー予算）、達成率（実績÷予算）を算出
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作成するデータ編集フロー（完成イメージ）
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データ編集フローの作成
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データ編集フロー作成の流れ

データ編集フローは以下の３ステップで作成します。

• データ編集フローは常に「入力アプリ」コマンドで始まり、「出力アプリ」コマンドで終わる
• 入力アプリコマンドと出力アプリコマンドの間に編集コマンドを配置し、データの集計・加工方法を定義
• 配置したコマンドは接続線で結ばれ、編集したデータは矢印の向きに流れる
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新規データ編集フローを作成します。

② 作成したデータ編集フローの設定アイコンをクリ
ックし、「データ」タブを開く

1. 新規データ編集フローの作成

① ホームタブの をクリックし
て、新しいデータ編集フローを
作成します。
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予算管理アプリのデータを取得する「入力アプリ」コマンドを追加します。

④ 「プレビュー」タブで入力アプ
リのデータを確認 ※

② 設定タブで［アプリ選択］ボタ
ンをクリックし、アプリ選択ダ
イアログで「予算管理」アプリ
を選択

2. 入力アプリの選択（予算管理アプリ）

① コマンドパネルからフロー作成
エリアに「入力アプリ」コマン
ドを追加

※プレビュータブには、最大500件のレコード
が表示されます。

ポイント
アプリ選択時にフィルタを利用して可能
な限り取得レコード数を最小限にする！
（本チュートリアルでは全件利用）

③ 「すべてのフィールドを追加」
をクリックし、使用するフィー
ルドを選択
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次のステップへ

次に編集コマンドの
定義を行います。

完了
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フローの作成は基本的に以下の手順を１セットとして繰り返し設定していきます。

データ編集フロー作成の基本

①コマンドを配置

※プレビュータブには、入力アプリから取得した最大500件のレコードが表示されます。

②コマンドをつなぐ ③コマンドを設定 ④プレビューで確認※

必要に応じてコマンド名も設定
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3. フィールド選択（予算管理アプリ） 完了イメージ

Before After

フローで利用する必要なフィールドのみ抽出します。

フローの完成イメージ
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3. フィールド選択（予算管理アプリ） 設定方法

① コマンドの配置
 「フィールド選択」
をドラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

③必要なフィールドのみ選択する
・拠点
・予算

※設定タブが表示されない場合はフローのコマンドアイコンをクリック
します

④コマンド名もあわせて設定

⑤プレビューで意図した設定に
なっているかを確認
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実績管理アプリのデータを取得します。

② 設定タブで［アプリ選択］ボタ
ンをクリックし、アプリ選択ダ
イアログで「実績管理」アプリ
を選択

4. 入力アプリの選択（実績管理アプリ）

① コマンドパネルからフロー作成
エリアに「入力アプリ」コマン
ドを追加

④ 「プレビュー」タブで入力アプ
リのデータを確認 ※

③ 「すべてのフィールドを追加」
をクリックし、使用するフィー
ルドを選択
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5. フィールド選択（実績管理アプリ） 完了イメージ

Before After

フローで利用する必要なフィールドのみ抽出します。

フローの完成イメージ
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5. フィールド選択（実績管理アプリ） 設定方法

① コマンドの配置
 「フィールド選択」
をドラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

③必要なフィールドのみ選択する
・拠点
・売上年月
・実績合計

※設定タブが表示されない場合はフローのコマンドアイコンをクリック
します

④プレビューで意図した設定に
なっているかを確認
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6. グループ集計（実績管理アプリ） 完了イメージ

Before After

実績管理アプリでは月ごとの実績を１レコードとして登録し、予算管理アプリでは拠点毎に1年間の
予算を１レコードとして登録しています。ふたつのアプリのレコードを同じ集計レベルにするため

に、実績管理アプリのレコードを拠点毎にグループ集計します。

フローの完成イメージ
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6. グループ集計（実績管理アプリ） 設定方法

① コマンドの配置
 「グループ化」をド
ラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

③集計方法を設定

⑤プレビューで意図した設定に
なっているかを確認 項目 設定

1. グループ化する項目フィールドを選択 拠点

2.集計する値が保存されているフィールド選択 実績合計

3.集計した値を保存するフィールド名を入力 実績

4. 集計方法を選択 合計

④コマンド名もあわせて設定
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7. アプリ結合 完了イメージ

Before After

予算管理アプリと実績管理アプリを結合します。

フローの完成イメージ

予算管理

実績管理
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7. アプリ結合 設定方法

① コマンドの配置
 「アプリ結合」をドラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

③ 結合条件を設定
［拠点別予算］（内部結合）［拠点別実績］

拠点  拠点

④ プレビューで意図した設定に
なっているかを確認

※結合によりフィールド名が重複する場合は「拠点_1」 
 のように、名前が自動的に変更されます。
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8. フィールド選択 完了イメージ

Before After

フローの完成イメージ

結合の結果「拠点」フィールドが重複しています。必要なフィールドのみを抽出します。
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8. フィールド選択 設定方法

① コマンドの配置
 「フィールド選択」
をドラッグ

②コマンドをつな
ぐ 線でつなぎます

③必要なフィールドのみ選択する
・拠点
・予算
・実績

※設定タブが表示されない場合はフローのコマンドアイコンを
クリックします

④プレビューで意図した設定に
なっているかを確認
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9. 差異を計算 完了イメージ

Before After

フローの完成イメージ

予算と実績の差異を計算します。

数式を使用して差異（実績ー予算）
を計算
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項目 設定

1. 結果を保存するフィールドを選択 新しいフィールドを作成

新しいフィールド名を入力 差異

2. 編集方法を設定 数式

3. 編集内容を設定 実績-予算

4. 検索条件 すべてのレコード

9. 差異を計算 設定方法

① コマンドの配置
 「データ編集」をド
ラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

⑤プレビューで意図した設定に
なっているかを確認

④コマンド名もあわせて設定

③計算方法を設定

※数式は関数の挿入
ダイアログで入力
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10. 達成率を計算 完了イメージ

Before After

フローの完成イメージ

予算達成率を計算します。

数式を使用して達成率（実績÷予算）
を計算
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項目 設定

1. 結果を保存するフィールドを選択 新しいフィールドを作成

新しいフィールド名を入力 達成率

2. 編集方法を設定 数式

3. 編集内容を設定 実績/予算

4. 検索条件 すべてのレコード

10. 達成率を計算 設定方法

① コマンドの配置
 「データ編集」をド
ラッグ

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

⑤プレビューで意図した設定に
なっているかを確認

④コマンド名もあわせて設定

③計算方法を設定

※数式は関数の挿入
ダイアログで入力
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11. フィールドタイプの変更 完了イメージ

Before After

フローの完成イメージ

データ編集コマンドで作成した差異と達成率フィールドは、フィールドタイプが「文字列（１
行）」として作成されます。フィールドタイプを「数値」に変更します。

文字列フィールド 数値フィールド
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11. フィールドタイプの変更 設定方法

① コマンドの配置
 「フィールドタイプ設定」
をドラッグ

③ 変更するフィールドを設定 ※
差異 → 数値
達成率 → 数値

④ プレビューで意図した設定に
なっているかを確認

※「1. 変更するフィールドを選択」でフィールドを選択
すると「2. 新しいフィールド名を入力」には、現在のフ
ィールド名が自動的に入力されます。

②コマンドをつなぐ
 線でつなぎます
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最後のステップへ

最後に出力コマンド
を設定します

完了 完了
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12. 出力アプリの選択 設定方法

① コマンドの配置
 「出力アプリ」をドラッグ

③ ［アプリを選択］をクリック

④ ［新しいアプリを作成する］
を選択

② コマンドをつなぐ
 線でつなぎます

⑤ アプリ名に「予実管理」
と入力し［OK］をクリック

⑥［OK］をクリック ⑦ 「拠点」を更新キーに設定

⑧ アプリを更新

結果データを出力するアプリを選択します。
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結果データの出力方法

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 100

製品B 第二営業部 200

製品C 第三営業部 300

製品B 第三営業部 400

製品C 第四営業部 500

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 110

製品B 第二営業部 220

製品C 第三営業部 330

製品D 第三営業部 440

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 110

製品B 第二営業部 220

製品C 第三営業部 330

製品B 第三営業部 400

製品C 第四営業部 500

製品D 第三営業部 440

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 110

製品B 第二営業部 220

製品C 第三営業部 330

製品D 第三営業部 440

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 100

製品B 第二営業部 200

製品C 第三営業部 300

製品B 第三営業部 400

製品C 第四営業部 500

製品A 第一営業部 110

製品B 第二営業部 220

製品C 第三営業部 330

製品D 第三営業部 440

出力アプリコマンドには、更新／再生成／追加の３種類の出力方法があります。

更新前
データ編集フロー

処理結果 更新 再生成 追加

更新キー（製品／部門）が一致
するレコードを更新
（一致するものがない場合に追加す
るか否かを指定可能）

データ編集フローの
結果で入替

データ編集フローの
結果を新規追加

処理結果

製品 部門 金額

製品A 第一営業部 110

製品B 第二営業部 220

製品C 第三営業部 330

製品D 第三営業部 440

製品C 第三営業部 390

※更新キー（製品／部門）が
一意になっていない場合は
更新不可
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データ編集フローの実行
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データ編集フローの実行方法

①即時（手動）実行

⚫ データ編集フロー作成画面から手動実行

②スケジュール実行

⚫ 予め指定したスケジュールにより自動実行

フロー作成中の確認時や即時更新したい場合に利用

毎日／毎週／毎月／毎年の単位で自動実行が可能

※処理レコード数の上限は50,000レコード

※処理レコード数の上限は200,000レコード

お試し中の処理レコード数の上限は50,000レコード、登録可能なスケ
ジュール数は３個まで
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作成したデータ編集フローを実行し、結果データを予実管理アプリに出力します。

③ ユーザー情報画面でkintoneログイン名、パスワードを
入力。［アカウントの確認］ボタンをクリックして入
力したアカウントが有効なことを確認

② ユーザー情報の入力に関するダイアログで［OK］
をクリック

13. データ編集フローの即時実行（１）

① フロー作成エリア右上の「実行」をクリック

④ 画面左の戻るボタンをクリック
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13. データ編集フローの即時実行（２）

⑥ 実行が完了したら［ログ］リンクをクリックし、実
行結果を確認 ※

⑦ 予実管理アプリを開き、結果データを確認

※データ編集フローの実行が完了すると、実行ボタンの右側に
［ログ］リンクが表示されます。

⑤ 再度、フロー作成エリア右上の「実行」をクリック
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データ編集フロー実行完了の通知

データ編集フローの実行完了は、kintoneのリ
マインダーで通知されます

kintone個人設定のメール通知を有効にしている場
合は、通知メールを受信することができます。
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データ編集フローをスケジュール実行する（参考）

①データ編集フロー一覧のスケジュールをクリック ②ダイアログで実行スケジュールを設定する
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ご注意点と安全な利用方法
krewDataはアプリのレコードを自動で削除／更新／追加する機能を含んでいます。

注意点
krewDataではお客様のアプリのデータを保持しておらず、kintoneではトランザクション機能を有していないた
め、出力アプリのデータを処理前の状態に復元する機能は提供されていません。処理中に予期しないエラーが発
生した場合、利用方法によっては出力アプリのデータの消失や不整合が発生する可能性があるので、以下のよう
な利用方法をお勧めします。

※入力アプリのデータが影響を受けることはありません

安全な利用方法
1.データを再作成できる状態で運用する

新規作成したアプリを出力アプリに設定する場合、フローを再実行してデータの再作成が可能です

（入力アプリの対象レコードに変更がない場合）

2.実行前にバックアップする

①入出力アプリが同じアプリ、②出力アプリにkrewData以外で追加／更新／削除したレコードが含まれる、

いずれかの条件に該当する場合はkrewDataからレコードを再作成できないため、以下の方法をお勧めします。

⚫ 手動で既存データを外部ファイルに出力しておく

⚫ 自動バックアップ機能を備えるkBackup等の連携製品と併用してバックアップをとる

https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_collectdata/data_export.html
https://kb.kintoneapp.com/
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データ編集フローの作成のポイント

⚫データ編集フローを効率的に実行し、APIリクエスト数の
消費や処理速度を抑えるためのポイント

– 入力レコードを絞り込む

– 適切な出力方法の選択（更新）

※詳しくは製品ヘルプの「データ編集フロー作成のポイント」を参照ください。

https://docs.krew.mescius.jp/krewdata/#krewdata_hint.html
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チュートリアル学習後の次のステップ

さまざまな集計シーンで活用できる
小技や、データ編集フローを構成す
る際の考え方と手順を実際のユース
ケース例を通して学べます。

チュートリアル学習後のさらなるス
キル向上には、ぜひkrewDataドリ
ルをご活用ください！

＞krewDataドリルを確認＜

https://krew.mescius.jp/krewdata-drill/
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